
大会プログラム



12 月 4日（土）

09：45 - 13：00 開催挨拶／特別企画

09：45 ‒ 09：55

09：55 ‒ 10：00

10：00 ‒ 11：00

11：00 ‒ 12：00

12：00 ‒ 13：00

１．開会挨拶（10 分）   
　　司会　　　　　　岡本 誠  
　　会長挨拶　　　　三輪 敬之  
　　大会委員長挨拶　岡本 誠      

２．特別企画：招待講演＆パネル討論   
　　司会 岡本　誠  

●　招待講演（60 分：お一人 30 分）   
　　講演１ 深谷 宏治 氏  
　　講演２ 和田 雅昭 氏  

●　パネル討論（60 分）   
　　深谷 宏治 氏、和田 雅昭 氏、須永 剛司 氏  

ランチタイム

中継会場 ラコンチャ（函館市／スペイン料理店）  

時間 プログラム 場所

1 日目 午 前
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12 月 4日（土）

13：00 - 15：05 ３．口頭発表１｜パラレルセッション（125 分） 

OR-20

OR-12

OR-18

OR-01

関係性が生まれつづけるプロジェクトのはじまり

―多様な人びとが子どもの姿に出会っていく過程̶

いけばな制作における創造的思考過程の分析

「畑」のはなし  

共創から生まれるさわる絵本

振り返り（21 分）

山下 愛実，宮崎国際大学   

小松 裕奈１），木村 健一1），１）公立はこだて未来大学大学院 

舘田 美保１），伊藤 精英２），須永 剛司２），１）函館視力障害センター，２）公立はこだて未来大学

攪上 久子，お茶の水女子大学大学院 人間文化創成科学研究科

番号 主題 発表者，所属

OR-03

OR-04

OR-06

OR-07

憧れは手に入れることでどのように変化するのかー憧れの実践と記録ー  

Deformation of body image keeping the sense of ownership -Monkey hand-  

芸術的共創活動における判断力醸成の考察  

時空を超える共創の持続原理について    

振り返り（21 分）

天野 日和１），福田 大年１），１）札幌市立大学  

Yang Ruijia１），佐倉弘一１），川井健司１），郡司ペギオ幸夫１），１）早稲田大学

竹丸草子，長岡造形大学大学院   

永田 鎮也，一般社団法人共創基軸／NPO法人場の研究所   

番号 主題 発表者，所属

1 日目 午 後

口頭発表１-１ ｜４発表｜１発表 _26 分 = プレゼン（15 分）+ 議論（10 分）+ 入替（１分）
座長：三輪 敬之，進行補佐：戸田祥子

口頭発表１-２｜４発表｜１発表 _26 分 = プレゼン（15 分）+ 議論（10 分）+ 入替（１分）
座長：渡辺 富夫，進行補佐：笹井 一人
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12 月 4日（土）

15：20 - 16：30 ４．インタラクティブ発表：楽屋セッション（70 分）

IN-01

IN-15

IN-21

IN-25

変化し続けるという安定性―ある認定こども園の実践の変化に着目して  

暮らすことが共創する〈てざわり〉ー写真日記と写真KJ法の実践からの気づきー  

移り変わっていく1歳児の遊びのプロセスー「回折」の視点を用いた分析ー  

「感覚」からつながるー２つのフィールドを手がかりにー  

杉山 沙旺美，お茶の水女子大学大学院 

藤井 晴行１），紺谷 美保２），１）東京工業大学，２）品濃町ラボ

岡南 愛梨，お茶の水女子大学大学院

浅井 忍，草苑保育専門学校 

番号 主題 発表者，所属

IN-02

IN-04

IN-11

IN-12

IN-16

発話の論理性と主観性の組み合わせが商品推薦エージェントに与える影響

オンライン上での他者との「つながり」の身体感覚はいかにして生まれるか

新任保育者はどのように保護者との関係性を築くのか

創造的活動のためのソーシャル VRワールドデザイン

協働的な秩序構築によるナラティブモデルによる対話の活性化の一考察

 ー第 11 回日本デザイン学会第 1支部オンライン大会を事例としてー

平原 颯１），松井 哲也２），小池 淳３），１）成蹊大学大学院，２）大阪工業大学，３）成蹊大学 

大坂 優里奈，横浜市立大学大学院

寺井 奈穂美１），西 洋子２），１）東洋英和女学院大学大学院，２）東洋英和女学院大学  

太田 圭１），木村 健一１），１）公立はこだて未来大学 

三河 侑矢１），横溝 賢２），１）札幌市立大学大学院，２）札幌市立大学

番号 主題 発表者，所属

1 日目 午 後

全 26 発表・１分間トーク (１～６グループ順）＋雑談
司会：横溝 賢，進行補佐：石井 裕之

16：50 - 18：20 ５．インタラクティブ発表：Round Table セッション（90 分）｜グループ 01 ／ 02

グループ内・セッションフロー：［５分間トーク］ → ［フリーディスカッション］

ファシリテータ：坂井田 瑠衣，進行補佐：笹井 一人Group 01

ファシリテータ：三輪 洋靖，進行補佐：三宅 博子Group 02
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12 月 4日（土）

病気イベントを通した無力からの生成  

ホメオスタシス  

動物を媒介として生まれるさまざまな関係性についての行政デザインの考察  

市電に乗って札幌の暮らしを描きなおす活動のデザイン  

「ポチポチ堂」がつなぐ”人” と” 紙” ー点字用紙のリサイクルで共創するSDGsー

杉本 洋１），紅林 佑介２），１）新潟医療福祉大学，２）武蔵野大学

金尾 雄二，障害者総合支援法指定事業所「からしだね」

藤岡 希美１），下見 すみこ２），
１）藤岡行政書士法務事務所，２）飯塚ドッグランサポーターズクラブ

川去 鳳聖１），三上 晴可１），田中 健太郎１），山形 春陽１），

横溝 賢１），１）札幌市立大学

高橋 美保１），伊藤 精英１），１）公立はこだて未来大学

番号 主題 発表者，所属

IN-06

IN-07

IN-09

IN-20

保育において「カクテル」のように多様な人々が混ざり合う意味  

フェイクニュースを発信するバーチャルエージェントのデザインと

受け手の感じる信憑性の関係性  

協力ゲームにおけるボットのノイズ強度に応じた人間の推論行動変化の解析  

身体での共創的な表現活動における「ひらく」を考える 

―インタビューと映像記録における「とじる」をてがかりに―  

西山 萌，お茶の水女子大学大学院

大畑 有輝１），松井 哲也２），小池 淳３），
１）成蹊大学大学院，２）大阪工業大学，３）成蹊大学

花崎 諒１），笹井 一人１），１）茨城大学大学院理工学研究科

秋田 有希湖１），西 洋子２），
１）鶴見大学短期大学部，２）東洋英和女学院大学

番号 主題 発表者，所属

1 日目 午 後

16：50 - 18：20 ５．インタラクティブ発表：Round Table セッション（90 分）｜グループ 03 ／ 04

グループ内・セッションフロー：［５分間トーク］ → ［フリーディスカッション］

ファシリテータ：山内 泰，進行補佐：安井 重哉Group 03

ファシリテータ：小早川 真衣子，進行補佐：澤 宏司Group 04
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IN-03

IN-14

IN-19

IN-26

IN-27



12 月 4日（土）

IN-08

IN-10

IN-13

IN-18

デザイン実践から得られる学びの質的分析とその記述  

箱庭療法における見守りと共創

―脳活動計測による事例検討 2―  

Victor Margolinのデザイン研究思想

 ―晩年の泰斗はデザインの「学」に何を思う―  

自分と語る、自分と演じる、自分と観る

ー自分と深く向き合う演劇型ワークショップメソッドー  

西山 凜太郎，木村 健一，原田 泰，１）公立はこだて未来大学大学院，２）公立はこだて未来大学

秋本 倫子１），石原 宏２），伊藤 淳子３），田中 琢真４），久保田 泰考４）, 小林 能成１）

１）東洋英和女学院大学，２）島根大学，３）杏林大学，４）滋賀大学

西 村歩１），富田 誠２），新井田 統３），
１）慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科，２）東海大学，３）KDDI 総合研究所

柾 明日花１），藤木 淳１），１）札幌市立大学

番号 主題 発表者，所属

IN-17

IN-22

IN-23

IN-24

異なる世代で共に行うデザイン活動における表現を用いた手法の実践と効果の検証  

市民とのデザイン活動における共創のための独創的デザイン実践

小学校１年生の複数のプロジェクトにおける「かけもち」しながらの参加過程

ー消滅の「カケラ」が次の展開に持ち込まれることに着目してー

多視点によって観察を再構成する手法ーまちもじハント  

宇井 さつき１），岡本 誠２），１）公立はこだて未来大学大学院，２）公立はこだて未来大学

樋口 涼佳子１），横溝 賢２），１）札幌市立大学大学院，２）札幌市立大学

小沼 律子，お茶の水女子大学附属小学校

福田 大年，札幌市立大学

番号 主題 発表者，所属

1 日目 午 後

16：50 - 18：20 ５．インタラクティブ発表：Round Table セッション（90 分）｜グループ 05 ／ 06

グループ内・セッションフロー：［５分間トーク］ → ［フリーディスカッション］

18：20 - 18：30 ６．終了の挨拶 大会委員長挨拶：岡本 誠

ファシリテータ：原田 泰，進行補佐：石井 裕之Group 05

ファシリテータ：西 洋子，進行補佐：戸田 祥子Group 06
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09：30 - 09：40 ７．開始の挨拶

11：30 - 12：00 総　会 12：00 - 13：00 ランチタイム

大会委員長挨拶：岡本 誠

12 月 5日（日）

09：45 - 11：25 ８．口頭発表２｜パラレルセッション（105 分）   

OR-08

OR-02

OR-10

共同デザインプロジェクトにおける作り手と使い手の関係の相互性を深める「表現物」の存在

決断の理由を直接問うのではなく , 場面の個別具体的な語りを促す

ー学び手に決断軸を自覚させる授業設計ー  

ワード人狼における対話中の発話選択と心理的変化に関する分析

振り返り（22 分）  

小早川 真衣子１），岡村 綾華２），須永 剛司３），１）千葉工業大学，２）東京藝術大学，３）公立はこだて未来大学

今宿 未悠１），諏訪 正樹２），鈴木 寛１），
１）慶應義塾大学総合政策学部，２）慶應義塾大学環境情報学部

山村 亘輝１），笹井 一人２），１）茨城大学大学院理工学研究科，２）茨城大学理工学研究科 

番号 主題 発表者，所属

番号 主題 発表者，所属

OR-11

OR-14

OR-15

「ただの人形」が「お気に入り」になるまで  

就労継続支援 B 型事業所内メンタルケア相談シートの開発に向けて

―事業所職員のアンケートからの分析―

共創に潜在するトラウマ構造  

振り返り（21 分）

竹内 花１），福田 大年１），１）札幌市立大学

謝 雪こう１）2），安田 治彦２），１）九州大学大学院芸術工学府、２）NPO法人Ritarm

郡司 ペギオ 幸夫１），中村 恭子２），１）早稲田大学，２）九州大学

２日目 午 前

口頭発表２-１ ｜３発表｜１発表 _26 分 = プレゼン（15 分）+ 議論（10 分）+ 入替（１分）
座長：永田 鎮也，進行補佐：三宅 博子

口頭発表２-２｜３発表｜１発表 _26 分 = プレゼン（15 分）+ 議論（10 分）+ 入替（１分）
座長：桑原 知子，進行補佐：澤 宏司
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13：00 - 14：40 ９．特別企画：函館の共創活動報告（100 分）  司会：岡本　誠，タイムキーパー：坂井田 瑠衣

12 月 5日（日）

１）共創WS_A: 共創のまちをつくる仕掛けをつくる　　
２）共創WS_B: 障害者と健常者が共奏する暮らしや活動をつくる
３）共創WS_C: 集合住宅と地域が連携する住まい方をつくる（暮らしのエコシステム）

ファシリテータ：福田 大年，横溝 賢，岡本 誠
ファシリテータ：伊藤 精英，刑部 育子，原田 泰，岡本 誠
ファシリテータ：藤井 晴行，安井 重哉，岡本 誠

OR-21
OR-22

OR-23

OR-26

APD をめぐる諸問題ー研究・当事者・支援の視座からー  
地域住民の記憶を遠隔地で描き出し伝達するコミュニケーションデザインの研究
 ー郵便局員だった祖父の住む浜頓別町を事例としてー  
生まれつづける〈場〉で研究するとは？
ー「フィリピン系移民第二世代」とのアート実践を通じてー  
共創で形作られる北欧のスマートシティー市民主導はどう始まりどう続いていくのかー
振り返り（21 分）

中内 春一郎１)，城 一裕２)，１)九州大学芸術工学府芸術工学専攻，２）九州大学芸術工学研究院

鈴木 葵１)，横溝 賢２)，１）札幌市立大学大学院，２）札幌市立大学

仙波 梨英子，横浜市立大学都市社会文化研究科 

安岡 美佳１)，岡本 誠２)，１）ロスキレ大学サステナブルデジタリゼーション，２）公立はこだて未来大学

番号

中茂 裕貴1)，福田 大年1) ，１）札幌市立大学

中島 康太1)，笹井 一人1)，１）茨城大学大学院理工学研究科

高見 知里1)，伊藤 慎一郎1)，１）京都産業大学

谷 伊織，神戸大学 

発表者，所属

２日目 午 後

口頭発表３-２｜４発表｜１発表 _26 分 = プレゼン（15 分）+ 議論（10 分）+ 入替（１分）
座長：大塚 正之，進行補佐：石井 裕之

OR-05
OR-16
OR-17
OR-19

“なま” な体験を求めて  
画像大喜利を用いた表象と意味のずれとその印象に関する分析  
教育機関のファブ施設における共創的リスクアセスメント手法の設計  
共創のトイモデルとしての粘菌モデルー局所的 Bayes・逆 Bayes 推論による突破的脱出行動ー   
振り返り（21 分）

主題

口頭発表３-１｜４発表｜１発表 _26 分 = プレゼン（15 分）+ 議論（10 分）+ 入替（１分）
座長：諏訪 正樹，進行補佐：山口 友之

15：00 - 17：05 10．口頭発表３｜パラレルセッション（125 分）   
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17：10 - 17：30 閉会挨拶

12 月 5日（日）２日目 午 後

11．閉会挨拶（20 分）   
　　司会　　　　　　岡本 誠  
　　会長挨拶　　　　三輪 敬之 
　　大会委員長挨拶　岡本 誠      

プログラム
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